
 

 

 

 

入学・進級おめでとうございます 

 今日は、入学式・始業式です。１６名の１年生、

１６名の２年生、１４名の３年生、それぞれに心

から「入学・進級おめでとう」を伝えたいと思い

ます。また、それと同時にこの１年間、学校が楽

しいを実感できるように、みんなでつながって取

り組んでいきましょう。 

 新しい年のスタートにあたって、今年度の学校

教育目標を紹介することで、本校の取り組んでい

く方向、生徒・教職員で目指していく方向を確か

め合いたいと思います。 

 

 

 

 とても簡単な言葉にしました。生徒のみんなは

もちろんのこと、保護者・地域の方にも覚えてほ

しい、どこかに留めておいてほしいからです。 

 

 「自立」にこめた意味は、「自分で考え判断し行

動できる」人になってほしいことです。今すぐで

はありません。生徒のみんながそれぞれ成長して

おとなになっていく……そのときに、とても大事

なことです。 

でも、最初から何でも自分でできる人はいませ

ん。最初は友だちと、仲間と一緒に協力して取り

組んで、失敗や成功を繰り返して自信を付けてい

くこと。中庭の石碑にある「西中魂」の「挨拶・

返事・自主性・全力」などの生活の基本を大事に

して、授業等の日々の活動に取り組んでいくこと。

その積み重ねが「自立」につながります。 

 

 「共生」は文字の通り、共に生きることです。

私たちは１人１人違う。違って当たり前です。そ

の違いを認め合いながら、他者を大事にしながら、

思いやりを持って一緒に取り組むことです。 

 

 

 

 

また、もう１つ、「地域と共に生きる」ことの意

味も込めました。本校は、地域と共にある学校で

す。地域の自然、人、歴史……いろいろなことと 

つながって、それを生徒のみんなの確かな土台と

して成長していってほしいという願いを込めて

います。 

 この１年間、本校にかかわるみんなで「自立・

共生」を目指して充実した時間を過ごしましょう。 

 

■土曜日の部活動用のバスを、今年度から運行し

ます。「登校時／学校着 ８：３０」「下校時／

学校発 １２：３０」です。 

４月行事予定 

日 曜 こ と が ら 

８ 月 着任式・始業式・入学式 ＰＴＡ役員会 

９ 火 対面式・スクールバス挨拶 

10 水 修学旅行（２年）  職場体験学習（３年） 

11 木    野外活動（１年） 

13 土    全日本少年軟式野球大会 

14 日  

15 月 振休（２年） 心臓検診（１年） 全国質問紙調査（３年） 

16 火 家庭訪問（奈路 用井 藤ノ川 岩間 中半） 

17 水 家庭訪問（下方 西ヶ方） 

18 木 全国学力・学習状況調査（国数／３年） 標準学力調査（１．２．３年） 

家庭訪問（橘 津野川 津賀 須崎 大宮 家地） 

19 金 家庭訪問（宮地 長生 半家 本村 権谷） 2年あいさつ運動 標準学力調査 

20 土 郡春季バレーボール大会・全日本少年軟式野球大会（～２１日） 

23 火 交通安全教室 

24 水 検尿 部活動あり 

25 木 講師を招いての職員研修 部活動なし 午後臨休 

26 金 防犯教室 薬物乱用防止教室 

27 土 県学年別春季卓球大会 

28 日 参観日・ＰＴＡ総会（ＡＭ） 

29 月 昭和の日 

30 火 振休（２８日） 

四万十市立西土佐中学校 学校通信 

２０２４年４月８日 Ｎｏ.１ 

文責：大塚 

＜学校教育目標＞ 

      自立・共生 



 

 

 
       

  ※配布用には掲載しています。 

■よろしくお願いします～職員紹介（敬称略）～ 

■保護者の皆様へ 「給食エプロンの持ち帰りについて」（ご協力の依頼） 

 昨年度まで、給食当番が使用したエプロンを学校の方で洗濯していました。これは、生徒会専門

部「給食部」の活動として取り組んでいたものです。今年度から、下記のような理由でこれをやめ

て、使用後は各ご家庭に生徒が持ち帰って洗濯後に週明けに持ってくるようにしたいと思います。 

 ○本校の課題の 1つである、家庭学習について取り組む時間を設定するため。 

   水曜日の５校時の後、専門部活動を月 2回とっていましたが、そのうちの１回を学級で家庭

学習について取り組む時間とします。生徒の学力向上は、授業と家庭学習がその大きな割合を

占めていますので、家庭学習を自分で計画立ててできることを目指しています。 

 ○本来の「自分のことは自分でやる」という生活の基本に立ち返るため。 

   生徒会専門部の活動として、係の生徒（使用者以外の生徒）がエプロンを洗濯していました

が、本来は「自分のことは自分でやる」ことが大切です。持ち帰って洗濯は、生徒だけではな

く保護者の皆様にもご協力をお願いすることになると思いますが、洗って乾いたものをたたん

で袋に入れることは自分でやるなど、生徒自身のかかわりも大事にしていただければと思いま

す。 

 

 各ご家庭、お忙しい中とは思いますが、このような理由や目的をご理解いただいて、ご協力のほ 

どをよろしくお願いいたします。 


